
 

 

 

 

全国産業資源循環連合会  

 

青年部協議会  近畿ブロック  

令和元年度通常総会  

 

 

  

運営資料（シナリオ等）  

 

 

 

                  日   時 ： 令 和 元 年 ５ 月 １ ０ 日 （ 金 ） １ ７ ： １ ５ ～  

                                                                            

                  開 催 場 所 ： ANAク ラ ウ ン プ ラ ザ 大 阪 「 平 安 の 間 」  

  

 

 

 

 

   

 

全国産業資源循環連合会  

青年部協議会  近畿ブロック  



令和元年度総会シナリオ  

 

1 7:10（ 中 田 ）  

（ 司 会 ） 「 皆 さ ま に お 願 い い た し ま す 。 ま も な く 開 催 い た し ま す の

で 、 ご 着 席 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。 」  

   尚 、 ス ム ー ズ な 総 会 進 行 の た め 、 お 手 持 ち の 携 帯 電 話 の 電 源 を

切 る か 、 マ ナ ー モ ー ド に 設 定 の 程  宜 し く お 願 い い た し ま す 。  

 

1 7:15 

（ 司 会 ） 「 只 今 よ り 全 国 産 業 資 源 循 環 連 合 会  青 年 部 協 議 会  近 畿 ブ ロ

ッ ク  令 和 元 年 度  通 常 総 会 を 開 催 い た し ま す 。 」  

「 本 日 の 司 会 進 行 役 を 努 め ま す （ 兵 庫 県 青 年 部 ） の （ 中 田 ）

で ご ざ い ま す 。 ど う ぞ 宜 し く ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  

総 会 の 次 第 に 入 り ま す 。 開 催 次 第 に 従 い 、 開 会 宣 言 を （ 大 阪 府

青 年 部 ） の （ 中  真 一 郎 （ な か  し ん い ち ろ う ） よ り 申 し 上 げ

ま す 。  

 

1 7:17 

（ 中 ） 「 た だ い ま よ り 全 国 産 業 資 源 循 環 連 合 会 青 年 部 協 議 会  近 畿 ブ

ロ ッ ク 令 和 元 年 度  通 常 総 会 を 開 会 致 し ま す ｡」  

 

1 7:18 

（ 司 会 ） 次 に 、 全 国 産 業 資 源 循 環 連 合 会 青 年 部 協 議 会  近 畿 ブ ロ ッ ク

長  

（ 瀧 本  利 生 （ た き も と  と し お ） よ り 挨 拶 を 申 し 上 げ ま

す 。 」  

（ 瀧 本 ブ ロ ッ ク 長 挨 拶 ）  

 



1 7:21 

（ 司 会 ） 「 瀧 本 ブ ロ ッ ク 長 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

続 き ま し て 、 本 日 お 忙 し い 中 ご 臨 席 を 賜 っ て お り ま す 、 ご

来 賓 の 方 々 よ り 御 祝 辞 を 頂 戴 し た い と 存 じ ま す 。  

ま ず は 、 「 公 益 社 団 法 人  大 阪 府 産 業 資 源 循 環 協 会  会 長  

片 渕  昭 人 （ か た ぶ ち  あ き ひ と ） 様 、 宜 し く お 願 い い た し

ま す 。 」  

（ 片 渕 会 長  挨 拶 ）  

1 7:24 

（ 司 会 ） 「 片 渕 会 長 様 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

本 日 の 総 会 に は 、 多 数 の ご 来 賓 の 方 々 に ご 臨 席 を 賜 っ て お

り 、 本 来 な ら ば ご 挨 拶 を 頂 く の が 本 意 で は あ り ま す が 、 時

間 の 都 合 上 、 御 紹 介 の み と さ せ て 頂 き ま す の で ご 了 承 下 さ

い ま せ 。  

◎ 公 益 社 団 法 人 大 阪 府 産 業 資 源 循 環 協 会  会 長  

片 渕  昭 人 （ か た ぶ ち  あ き ひ と ）   

◎ 全 国 産 業 資 源 循 環 連 合 会  青 年 部 協 議 会  会 長  

沖 川  学 （ お き が わ  ま な ぶ ） 様  

◎ 全 国 産 業 資 源 循 環 連 合 会  青 年 部 協 議 会  統 括 幹 事  

浅 井  明 利  （ あ さ い  あ き と し ） 様  

の 皆 様 で ご ざ い ま す 。 本 日 は お 忙 し い 中 ご 臨 席 賜 り 誠 に あ

り が と う ご ざ い ま す 。  

1 7:26 

「 そ れ で は 、 議 案 審 議 に 入 ら せ て い た だ き ま す 。  

ま ず 、 本 総 会 の 議 長 の 選 任 を 行 い た い と 思 い ま す 。 議 長 の 選

任 に つ い て は 、 （ 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 則 第 20条 に 出 席 会 員 の 中 か

ら 選 任 す る ） と さ れ て お り ま す が 、 如 何 い た し ま し ょ う



か 。 」  

（ 会 場 よ り 「 司 会 者 一 任 」 の 発 言 あ り ）  

 

（ 司 会 ） 「 司 会 者 一 任 と の 提 案 が あ り ま し た の で 、 （ 奈 良 県 青 年

部 ） の （ 寺 井  氏 ） を 指 名 い た し ま す 。 皆 様 い か が で し ょ う

か 。 拍 手 を も っ て 承 認 を お 願 い い た し ま す 。 」  

（ 拍   手 ）  

 

（ 司 会 ） 「 そ れ で は 、 本 総 会 の 議 長 に は （ 寺 井  氏 ） が 選 出 さ れ ま し

た 。 早 速 で す が 、 議 長 席 に お 着 き い た だ き ま し て 、 こ れ か ら

の 議 事 の 進 行 を よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。 」  

（ 寺 井 氏 、 壇 上 の 議 長 席 に 登 壇 ）  

 

1 7:30 

（ 寺 井 ） 「 た だ 今 議 長 に 選 出 さ れ ま し た 、 （ 寺 井 ） で ご ざ い ま す 。 本

日 の 議 事 を ス ム ー ズ に 進 め る た め に 皆 様 の ご 協 力 を お 願 い い

た し ま す 。  

そ れ で は 、 は じ め に 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 則 第 ２ ６ 条 第 ２ 項 の 規

定 に よ り 議 事 録 署 名 人 を 選 任 い た し ま す 。 選 任 に つ い て ご 提

案 を お 願 い い た し ま す 。 」  

（ 会 場 か ら 議 長 一 任 の 声 ）  

 

（ 議 長 ） 「 議 長 一 任 と の ご 提 案 が あ り ま し た の で 、 私 か ら ご 指 名 さ せ

て い た だ き ま す 。 （ 京 都 府 青 年 部 ） 右 川  貴 之 （ う か わ  た

か ゆ き ） 氏 、 （ 和 歌 山 県 青 年 部 ） 上 田  修 司 （ う え だ  し ゅ

う じ ） 氏 、 以 上 ２ 名 を 指 名 い た し ま す 。 拍 手 を も っ て 御 承 認

お 願 い い た し ま す 。 」  



（ 拍   手 ）  

 

 

（ 議 長 ） 「 こ こ で 、 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 則 第 ２ ２ 条 の 規 定 に も と づ き 、 本

日 の 令 和 元 年 度 通 常 総 会 の 定 足 数 に つ い て 確 認 を 行 い ま す 。

（ 事 務 局  ） か ら 報 告 を お 願 い し ま す 。 」  

 

（ 事 務 局 ） ＜ 定 足 数 報 告 フ ォ ー マ ッ ト に て 報 告 ＞  

    令 和 元 年 ５ 月 １ ０ 日 現 在  

    正 会 員 数     名 、  

    本 日 午 後   時 現 在 の  

    出 席 者 数       名  

    委 任 状 提 出 者 数    名  

    計          名  

 

1 7:30 

（ 議 長 ） 「 た だ 今 の 報 告 に よ り 、 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 則 第 ２ ２ 条 に 定 め る

２ 分 の １ 以 上 の 出 席 と な り ま す こ と か ら 定 足 数 に 達 し て お り

ま す の で 、 本 総 会 は 有 効 に 成 立 す る こ と を 確 認 致 し ま し た 。  

 

そ れ で は 、 近 畿 ブ ロ ッ ク  令 和 元 年 度 総 会 の 議 案 審 議 に 入

り ま す 。 第 １ 号 議 案  平 成 ３ ０ 年 度 事 業 報 告 及 び 、 収 支 決 算

報 告 承 認 の 件 を 審 議 い た し ま す 。  

第 １ 号 議 案 に つ い て 、 （ 奈 良 県 青 年 部 ） の （ 吉 田 雅
ま さ

巳
み

（ よ

し だ  ま さ み ） に 提 案 理 由 の 説 明 を お 願 い い た し ま す 。 」  

（ 吉 田 、 壇 上 の 発 言 席 へ 。 ）  

 



（ 吉 田 ） 「 説 明 い た し ま す 。 (第 １ 号 議 案 に つ い て 議 案 説 明 ) 

以 上 で す 。 皆 様 の ご 承 認 を お 願 い い た し ま す 。 」   

 

 

（ 議 長 ） 「 第 １ 号 議 案 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。 続 い て 、 本 日 の

幹 事 会 で 監 査 が 行 わ れ ま し た の で 、 監 事 よ り 監 査 報 告 を お 願

い い た し ま す 。 監 事 を 代 表 し て 、 三 井  昭 彦 （ み つ い  あ き

ひ こ ）  監 事  お 願 い い た し ま す 。 」  

 

（ 三 井 ） 「 平 成 ３ ０ 年 度 の 監 査 報 告 を い た し ま す 。 監 査 業 務 で あ り ま

す 幹 事 の 職 務 執 行 及 び 計 算 書 類 に つ い て 監 査 し ま し た 結 果 、

幹 事 の 業 務 執 行 状 況 及 び 計 算 関 係 書 類 と も 適 法 か つ 正 確 で あ

る こ と が 認 め ら れ ま し た の で 、 監 査 報 告 書 の 通 り 報 告 い た し

ま す 。 」  以 上 で す 。  

 

（ 議 長 ） 「 三 井 監 事 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ れ で は 、 た だ 今 の 第

１ 号 議 案 に つ い て 質 疑 を 行 い ま す 。 ご 質 問 ・ ご 意 見 等 ご ざ い

ま し た ら 挙 手 を お 願 い し ま す 。 な お 、 発 言 の 際 に は 所 属 の 青

年 部 名 と お 名 前 を 告 げ て い た だ き ま す よ う お 願 い し ま す 。  

（ 質 問 が な い と き 又 は 質 疑 が 終 了 後 ）  

ご 質 問 ・ ご 異 議 が な い よ う で ご ざ い ま す の で 、 採 決 に 入 ら

せ て い た だ き ま す 。  

（ 議 長 ） 「 第 １ 号 議 案  平 成 ３ ０ 年 度 事 業 報 告 承 認 及 び 、 収 支 決 算

報 告 承 認 の 件 を 採 決 い た し ま す 。 原 案 通 り 承 認 す る こ と に 賛

成 の 方 は 挙 手 を お 願 い い た し ま す 。  

（  挙 手 多 数   ） → 過 半 数 で 可 決  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 賛 成 多 数 と 認 め 、 第 １ 号 議 案 は 、



原 案 を 承 認 す る こ と に 決 定 し ま し た 。 」  

 

1 7:35 

（ 議 長 ） 「 続 き ま し て 、 第 ２ 号 議 案  令 和 元 年 度 事 業 計 画 （ 案 ） 、

及 び 収 支 予 算 （ 案 ） 承 認 の 件 を 審 議 い た し ま す 。 （ 兵 庫 県 青

年 部  ） の （ 伊 地 知  宏 徳 （ い じ ち  ひ ろ の り ） に 提 案 理 由

の 説 明 を お 願 い し ま す 。  

（ 伊 地 知 氏 、 壇 上 の 発 言 席 へ 。 ）  

（ 伊 地 知 ） 「 説 明 致 し ま す 。 （ 第 ２ 号 議 案 に つ い て 議 案 説 明 ）  

以 上 で す 。 皆 様 の ご 承 認 を お 願 い い た し ま す 。 」  

（ 議 長 ） 「 た だ い ま 、 第 ２ 号 議 案 に つ い て 説 明 が あ り ま し た が 、 ご

質 問 ・ ご 意 見 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

（ 質 問 が な い と き 又 は 質 疑 が 終 了 後 ）  

（ 議 長 ） 「 そ れ で は お 諮 り い た し ま す 。 第 ２ 号 議 案  令 和 元 年 度 事

業 計 画 （ 案 ） 承 認 の 件 、 及 び 収 支 予 算 （ 案 ） 承 認 の 件 を 採 決

い た し ま す 。 原 案 通 り 承 認 す る こ と に 賛 成 の 方 は 挙 手 を お 願

い い た し ま す 。 」  

（  挙 手 多 数   ） → 過 半 数 で 可 決  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 賛 成 多 数 と 認 め 、 第 ２ 号 議 案 は 原

案 を 承 認 す る こ と に 決 定 し ま し た 。 」  

 

1 7:40 

（ 議 長 ） 「 続 き ま し て 、 第 ３ 号 議 案  任 期 満 了 に 伴 う 役 員 改 選 承 認

の 件 に つ い て 審 議 い た し ま す 。 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 則 第 １ ４ 条 規

定 に よ り 、 役 員 の 任 期 は ２ 年 と さ れ て お り ま す の で 、 本 総 会

お い て 役 員 全 員 の 改 選 を 行 う 必 要 が ご ざ い ま す 。  

本 協 議 会 の 役 員 に つ き ま し て は 、 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 則 第 １ ２  



条 に 基 づ き 総 会 に お い て 選 出 す る こ と と な っ て お り 、 本 総 会

に お い て 幹 事 及 び 監 事 を そ れ ぞ れ 選 出 い た し ま す 。  

す で に 各 地 域 か ら の 推 薦 を 頂 い て お り ま す こ と か ら 報 告 い

た し ま す 。 呼 ば れ た 方 は そ の 場 で ご 起 立 願 い  

す 。 （ 第 ３ 号 議 案 に つ い て 報 告 ）  

    以 上 、 幹 事 18名 、 監 事 2名 の 計 20名 で す 。 皆 様 の ご 承 認  

お 願 い い た し ま す 。  

「 そ れ で は お 諮 り い た し ま す 。 第 ３ 号 議 案  任 期 満 了 に  

   う 役 員 改 選 承 認 の 件 に つ い て 、 採 決 い た し ま す 。 原 案 通 り 承

認 す る こ と に 賛 成 の 方 は 挙 手 を お 願 い い た し ま す 。 」  

（  挙 手 多 数   ） → 過 半 数 で 可 決  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 賛 成 多 数 と 認 め 、 第 ３ 号 議 案 は  

案 を 承 認 す る こ と に 決 定 し ま し た 。 」  

以 上 を も ち ま し て 第 １ 号 議 案 か ら 第 ３ 号 議 案 は す べ て 承 認 さ

れ ま し た 。 最 後 に 、 本 日 上 程 さ れ ま し た す べ て の 議 案 に 関

し 、 そ の 趣 旨 に 反 し な い 範 囲 で の 一 部 字 句 の 修 正 に つ い て 、

ブ ロ ッ ク 長 に 一 任 す る こ と を 議 場 に お 諮 り し ま す が 、 ご 承 認

い た だ け ま す で し ょ う か 。 」  

（ 「 異 議 な し 」 の 声 ）  

（ 議 長 ） 「 本 日 の 近 畿 ブ ロ ッ ク 令 和 元 年 度 総 会 に 上 程 さ れ た 案 件 の す

べ て を ご 承 認 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

こ れ を も ち ま し て 議 長 の 任 を 解 か せ て い た だ き ま す 。 」  

（ 議 事 終 了 ）  

1 7:45  

（ 司 会 ） 「 （ 議 長 に 対 し て ） 議 長 、 ど う も ご 苦 労 様 で ご ざ い ま し

た 。 」  

「 そ れ で は 、 新 役 員 を 代 表 し て 瀧 本 利 生 （ た き も と  と し



お ） よ り 一 言 ご 挨 を 申 し 上 げ ま す 。 」  

（ 瀧 本 ブ ロ ッ ク 長 あ い さ つ ）  

（ 司 会 ） 「 瀧 本 ブ ロ ッ ク 長 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

1 7:48 

（ 司 会 ） 「 そ れ で は 、 閉 会 宣 言 を 、 （ 全 国 産 業 資 源 循 環 連 合 会  青 年

部 協 議 会  近 畿 ブ ロ ッ ク 監 事 ） （ 吉 村  享 （ よ し む ら  と お

る ） よ り 申 し 上 げ ま す 。 」  

（ 吉 村 ） 「 以 上 を 持 ち ま し て 全 国 産 業 資 源 循 環 連 合 会 青 年 部 協 議 会  

近 畿 ブ ロ ッ ク  令 和 元 年 度 通 常 総 会 を 閉 会 い た し ま す 。 」  

 

（ 司 会 ） 「 ご 来 賓 ・ 会 員 の 皆 様 に は 最 後 ま で ご 協 力 を 賜 り 、 誠 に あ り

が と う ご ざ い ま し た 。  

こ の あ と 、 18： 0 0よ り 、 同 会 場 に お き ま し て 研 修 会 を 開 催 い

た し ま す の で 宜 し く お 願 い 致 し ま す 。  

<新 役 員 の 皆 様 は 写 真 を 撮 り ま す の で 演 台 に お 集 ま り 下 さ い > 

 

1 7:50   

（ 終 了 予 定 ） → 講 演 会 へ  



近畿ブロック令和元年度通常総会 

講演会シナリオ  

18： 00 （ 中 田 ）  

（ 司 会 ） 「 ま も な く 、 開 演 と な り ま す の で 会 場 に お 入 り 下 さ い ま せ 。

ま た 、 講 演 の 妨 げ に な る た め 、 お 手 持 ち の 携 帯 電 話 の 電 源

を お 切 り に な る か 、 マ ナ ー モ ー ド へ の 設 定 の ご 協 力 の 程 宜

し く お 願 い い た し ま す 。  

そ れ で は 、 講 師 の ご 紹 介 を さ せ て い た だ き ま す 。  

「 特 定 非 営 利 活 動 法 人 ゼ ロ ・ ウ ェ イ ス ト ア カ デ ミ ー  理 事

長  坂 野 昌  様 で ご ざ い ま す 。  

坂 野 様 は ～  

 

 

 

テ ー マ は 、 「 地 域 で 始 め る 資 源 循 環  

～ 上 勝 町 ゼ ロ ・ ウ ェ イ ス ト の 取 り 組 み 事 例 か ら 考 え る ～ 」

で す 。 そ れ で は 、 坂 野 様 宜 し く お 願 い い た し ま す 。  

（ 坂 野 昌 様 の 講 演 ）  

1 8:47 

（ 司 会 ）  「 坂 野 様 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 」  

（ 時 間 を 見 て 質 疑 答 ）  

最 後 に 、 （ 滋 賀 県 青 年 部 の （ 西 村  篤 （ に し む ら  あ つ

し ） よ り 謝 辞 を 申 し 上 げ ま す 。  

（ に し む ら  謝 辞 ）  

こ れ を も ち ま し て 、 講 演 会 を 終 了 い た し ま す 。  

 （ 司 会 ）  こ の 後（ 19:00）よ り 、懇 親 会 を 開 催 い た し ま す の で 、隣 の

会 場 へ 移 動 願 い ま す 。  


